
 

 

 

 

 

 

 

 

１．１０月１７日、映画「我が友・原子力－放射能の

世紀」日本初公開 

映画「我が友・原子力－放射能の世紀」の上映会が 

黒潮町あかつき館で実現した。コロナ対策で定員の半

分に制限、宣伝は口コミのみだったが、約１００人が

熱心に参加してくれた。なお、上映会は黒潮町を皮切

りに福島まで、全国 6カ所で巡回上映された。 

 

主催者を代表して、太平洋核被災支援センター・事  

務局長、山下正寿が挨拶した。この映画に関係して、

3 点紹介する。①今日は中曽根元首相の合同葬の日。

中曽根氏は、1954 年ビキニ水爆実験のあった 3 月に、

日本最初の原子力開発予算を決めた中心的な政治家

だった。日本学術会議は研究、分析が不十分であり、

「科学の進歩を急ぐと逆効果をもたらすことを恐れ

る」と主張したが、中曽根氏は政治力で突破した。 

②先月、ビキニ事件の情報開示で外交資料館から入

手した資料を「支援センターたより」の 2頁に載せて

いる。これは当時の駐米大使から岡崎外務大臣へ送っ

た極秘公文書で、アリソン駐日大使と打ち合わせた内

容だ。ビキニ事件を処理することと戦犯早期釈放とガ

リオアの値下げが取引材料とされた公文書だ。 

③核兵器禁止条約が間もなく 50 カ国批准に達する

（10月 24日達成）。I ＣＡＮ の川崎哲氏は「条約が 

発効すれば、第 6条・核実験被災者救済のとりくみの

先頭に立つ高知へ視察が来るだろう」と発信している。 

では、ゆっくりとご覧あれ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上映後は渡辺監督を中心に、ビキニ被災漁船員・遺族、

関係者と対談を行い、のべ 10人が発言、熱気のこも

った対談となった。主な発言を紹介する。 

① 谷脇さん（被災漁船員・第 13光栄丸） 

  私は、19歳で初めてマグロ船に乗った。兄弟がた

くさんいて生活は楽ではなく、金を稼いで親孝行し

たかった。命がけで獲ったマグロを廃棄させられた

時は、情けなくて一人で泣いた。 

②増本さん（被災漁船員の遺族・ひめ丸） 

映画を観て、200万ドルの見舞金は、結局、漁民 

 を黙らせる金だったことが良く分かった。主人が生 

きていたら、怒り狂っていたのでは、と思う。 

今、一番気になることは、子や孫たちが関連する

病気にかからないか、ということだ。 

③下本さん（被災漁船員の遺族・第 7大丸） 

父は 31歳の時ビキニ水爆実験で被災した。他に 

 も多くの犠牲者がいる。しかし、国や協会健保は被

災者の聞き取り調査を一度もしていない。 

  私にはビキニ水爆実験で被災した父親の遺族、当

事者として、放射能の恐さを伝える使命がある。渡

辺監督の映画が、放射能被害へのあらたな問いかけ

として日本中で上映され、話題になることを願う。 

④木村さん（元東京電力・原発設計エンジニア） 

東日本大震災の後、福島から栃木へ移住した。そ 

の後風向きが変わり、東風に乗って福島原発の放 

射能が流れてきた。そのヨウ素を吸い込み、しばら

く鼻血が止まらなかった。短時間で影響が出た。 

私は、東電のデーターを分析して、地震で原発に 

相当のダメージが出ている、と批判している（文芸

春秋に掲載）。今後も核の問題は人生をかけて追及

していく。 

⑤渡辺監督 

 まず質問に答える。大震災後、甲状腺手術をした 

人は福島を中心に約 200名だが、三春町は一人のみ。 

三春町の人は誇っていいと思う。他の市町村でもヨ 
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ウ素剤を配っているが、首長が公に責任をもって配 

布したのは三春町だけだ。 

欧州で上映した時、視聴者が一番驚いたのは、山 

下さんが入手した情報開示公文書が 90 数頁にわた

って真っ黒に塗られている場面。「60 年以上前の文

書が、何で？」と日本の情報公開制度の遅れに驚く

人が多い。そんな厳しい中で、ビキニ被災を掘り起

こした努力と被災実態は着実に広がっている。 

  

 会場からは 5人の熱心な質問、発言があった。 

 最後に、司会から参加者への呼びかけがされた。 

「今、核兵器禁止条約発効の前夜だ。映画「我が友」

の全国上映の成功とビキニ被災者の救済、さらに核兵

器禁止条約発効による世界平和の実現を確信して、皆

さんと共に次の一歩を踏み出すことを確認しようで

はないか。」盛大な拍手で、上映会は終了した。 

 

２．10 月 24 日、幡多ゼミ、ビキニ被災を聞き取り

調査・藤井節弥さんの墓参を実施 

 幡多ゼミの高校生 2 人が、9 月に続きビキニ被災調

査を実施、内外ノ浦をフィールドワークし、節弥さん

の墓参を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐治さん（被災船員・千代丸）の証言 

・マグロ漁師の船上生活は大変厳しく、一航海で 2

か月、延縄漁を約 20回行う。食事はかっ込むように

食べる。睡眠時間は 3～4時間、眠くて仕方がない。 

 ・私が昭和 29年に乗ったのは千代丸、ビキニ環礁の

近くでマグロを獲った。薄黒い灰が降ってきて髪や

服に積もった。甲板にも積もった。黒い雨（スコー

ル）も浴びた。黒く汚れた衣服は捨て、甲板の灰は

ホースで洗い流した。そんなことが何回もあった。 

 ・航海中、食うのは釣ったマグロ、刺身や焼きは飽

きて、内臓を食った。これがうまい。放射能が危な

いことは、はなから頭になかった。 

 ・帰港は高知港へ入った。焼津はガイガーを使って

被ばく検査をしていたから。 

 ・船から降りて 2か月位で、下痢が止まらなくなっ

た。体調不良が続き、遠洋船には乗れなくなった。

歯も全部抜けた。50代で心筋梗塞になった。 

井上さん（被災船員の遺族・新生丸）の証言 

 ・主人は新生丸に乗っていた。しかし、本人は被ば

くの意識がなく、私にも話したことがなかった。意

識するようになったのは、幡多ゼミの生徒が来てく

れるようになってから。 

 ・スコールを浴び、マグロの内臓を食べていた。乾

燥させた内臓は土産に持ち帰ったことがある。 

・新生丸に乗っていた人は、ほとんど癌で死んだ。 

 主人は 51歳の時、同僚の吉村さんは 49歳で死んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内外ノ浦フィールドワーク・藤井節弥さんの墓参 

 ・内外ノ浦の沿岸をゆっくりと車を走らせる。ビキ

ニ被災調査の出発点をよく見て感じてもらいたい。 

 ・内外ノ浦の高台に、節弥さんと母親の馬さんが一

緒に眠るお墓がある。清掃されており、芝も青々と

している。ゼミ生と顧問が落ち葉を掃き集め、持参

した芝、花を生け、お参りした。 

 ・1985 年、被爆 40 年、地域の被爆者調査をしてい

て、長崎・ビキニの 2重被ばく者、藤井節弥さんの

存在を知った。節弥さんが親孝行したいのに被ばく

で症状が悪化、思い詰め三浦三崎で入水自死する。

節弥さん、内外ノ浦からビキニ調査が始まり、県下

に広がっていった。学習の最後に、高校生が石碑に

刻まれた節弥さんの絶筆となった詩を朗読した。 

 ・参加したゼミ生の感想の一部。「黒い雨や灰が何か

知らなかったという話に衝撃を受けた。」「政府から

核実験の事や事件後の説明があれば、犠牲者を少な

くできたのではないかと思った。」 

 

 

支援者からのマフラーを巻く佐治さんとゼミ生 

節弥さんの墓参と学習をするゼミ生 


